
2022, ver. 1.0, Reaffirmed Jun.2026, ©AKEBONO-HP 
 

1 

妊娠中のレントゲン検査について 

妊娠中でもほとんどのレントゲン検査は安全に受けることができます 

妊娠していることを知らずにレントゲン検査を受けてしまった、現在妊活中なのに健康診

断を申し込んでも大丈夫だろうか、など心配される方がいます。医学上は「受精後 11日～

妊娠 10週までの胎児被ばくは奇形を誘発する可能性があるが 50mGy（ミリグレイ）未満

の被ばく線量であれば奇形発生率は上昇しない」といわれています。 

 妊娠中のレントゲン検査によって胎児がどの程度被ばくするかについて、以下のデータを

ご参考にお考え下さい。 

産婦人科診療ガイドライン・産科編 2026より（日本産婦人科学会・日本産婦人科医会編） 

健康診断で行われる胸部単純 X線検査（胸部レントゲン）による胎児被ばく線量は、通常 0.01 mGy 未満 

とされており、胎児への影響が懸念されるレベルを大きく下回ります。一方、腹部・骨盤部 CT 検査では、他の

検査に比べて胎児被ばく線量が高くなることがあります。ただし胎児への影響が明らかに増加するとされる線量

（50～100 mGy以上）を超えることはまれです。診断治療上で検査が必要な場合には、母体の健康状態や検

査の緊急性・重要性を考慮し、担当医と相談のうえで実施の可否を判断します。 

 医学的に必要のない放射線被ばくは避けることが望ましいですが、妊娠に気づかずに健康診断などの検査を受

けてしまった場合でも、多くは過度に心配する必要はありません。 不安がある場合は、検査内容や時期につい

て産婦人科医にご相談ください。 

なお 2011年の福島第一原子力発電所事故について、国連科学委員会（UNSCEAR）が実施した評価では、

事故による放射線被ばくによって、先天異常、死産、早産などの発生率の増加を示す明確な根拠は認められなか

ったと報告されています。 


